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と
、
秋
の
始
ま
り

夏
の
終
わ
り
と
、
秋
の
始
ま
り



　

本
町
で
の
最
高
齢
は
女
性
の
方
で
106

才
、
男
性
の
方
で
103
才
で
す
。
男
女
合

わ
せ
て
26
名
の
百
歳
以
上
の
方
々
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
先
日
、
平
成
26
年

度
に
お
い
て
百
歳
を
迎
え
ら
れ
る
皆
様

に
総
理
大
臣
か
ら
の
表
彰
状
を
伝
達

に
、
ご
自
宅
ま
た
は
入
所
さ
れ
て
い
る

施
設
に
出
向
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
荒

牧
ツ
ヤ
さ
ん
（
北
中
島
）、
石
田
ナ
ツ

ヱ
さ
ん（
島
木
）、梅
田
ヨ
シ
ヱ
さ
ん（
千

滝
）、
大
原
一
夫
さ
ん
（
花
上
）、
坂
口

八
重
子
さ
ん
（
南
田
）、
坂
本
キ
ミ
子

さ
ん
（
三
ヶ
）、
島
村
モ
モ
ヱ
さ
ん
（
島

木
）、
武
原
シ
マ
さ
ん
（
大
平
）、
野
島

勇
さ
ん
（
御
所
）、
藤
川
秋
枝
さ
ん
（
万

坂
）、
丸
山
ハ
ナ
エ
さ
ん
（
大
平
）、
渡

邉
ミ
ナ
子
さ
ん
（
木
原
谷
）
の
12
名
の

皆
様
で
あ
り
ま
す
。

　

家
庭
で
お
暮
ら
し
の
方
は
、
ほ
と
ん

ど
自
分
で
身
の
回
り
の
こ
と
が
で
き
る

方
で
、
こ
ざ
っ
ぱ
り
と
し
た
生
活
の
様

子
が
見
て
取
れ
、
中
に
は
家
庭
菜
園
な

ど
に
励
ま
れ
る
お
元
気
な
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
施
設
で
お
暮
ら
し
の

方
は
、
体
の
少
し
不
自
由
な
と
こ
ろ
を

施
設
の
力
を
借
り
て
生
活
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
職
員
の
皆
さ
ん
の
ま
な

ざ
し
が
と
て
も
あ
た
た
か
く
、
皆
さ
ん

お
元
気
で
お
暮
ら
し
で
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
12
名
の
方
々
に
そ
れ
ぞ
れ
長

寿
の
秘
訣
を
聞
い
て
み
ま
し
た
と
こ

ろ
、
共
通
し
た
点
が
二
つ
と
、
な
る
ほ

ど
と
思
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
の
で

紹
介
し
ま
す
。
そ
の
一
つ
は
、
三
度
の

食
事
を
き
ち
ん
と
と
ら
れ
て
い
る
こ

と
。
も
う
一
つ
は
、
自
分
の
信
念
を
曲

げ
な
い
強
さ
を
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
「
悩
み
事
が
な

い
」「
悔
や
ま
な
い
こ
と
」「
周
り
の
人

と
仲
良
く
す
る
こ
と
」「
ほ
が
ら
か
に

生
き
て
い
く
こ
と
」
な
ど
心
の
持
ち
よ

う
ま
で
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
生
き
て
い
く
う
え
で
ス
ト
レ
ス
も

多
く
悩
ま
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
考
え
す
ぎ
、
悩
み
す
ぎ
は
病
を

引
き
起
こ
す
も
と
で
あ
る
と
分
か
っ
て

は
い
て
も
、
何
も
考
え
ず
生
き
て
い
く

こ
と
は
で
き
な
い
も
の
で
す
。『〝
悩
ま

な
い
よ
う
に
す
る
〞
と
い
っ
た
前
向
き

な
生
き
方
が
大
切
な
の
だ
』
と
教
え
て

頂
い
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

町
長
室
か
ら

工
藤 

秀
一

Ｙ
Ｏ
Ｕ
&
Ｙ
Ｏ
Ｕ
通
信
Vol.
89

●
問
い
合
わ
せ
先

Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ
事
務
局

（
役
場　

総
務
課
）
下
田
・
吉
田

【
専
用
電
話
】

０
９
０

－

９
５
６
５

－
９
５
８
９

【
専
用
ア
ド
レ
ス
Ｐ
Ｃ
】

marriage.support@town.kumamoto-yamato.lg.jp

【
専
用
ア
ド
レ
ス
携
帯
】

you_and_you.@
docom

o.ne.jp

〜
結
婚
相
談
員
を
紹
介
し
ま
す
〜

　

結
婚
相
談
員
の
荒
木
博
道
で
す
。
６
年

目
に
な
り
ま
す
。

　

出
会
い
を
探
し
て
い
る
貴
方
、
Ｙ
Ｏ
Ｕ

＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ
で
素
敵
な
パ
ー
ト
ナ
ー
を
探
し

ま
せ
ん
か
？
私
た
ち
も
協
力
、
応
援
し
ま

す
の
で
、
ま
ず
は
勇
気
を
出
し
て
第
一
歩

を
踏
み
出
し
、
幸
せ
を
掴
ん
で
下
さ
い
。

　

ぜ
ひ
参
加
、
登
録
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

☆
９
月
交
流
会
を
ご
紹
介
し
ま
す
☆

　

今
回
は
「
山
都
町
で
ゆ
っ
く
り
と
し
た

楽
し
い
時
間
を
過
ご
そ
う
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。
お
天
気
も

気
持
ち
の
い
い
秋
晴
れ
で
、
絶
好
の
交
流

会
日
和
で
し
た
♪

　

ま
ず
は
、
４
人
１
班
を
つ
く
り
、
料
理

体
験
。
協
力

し
な
が
ら
３

品
作
り
、
皆

で
お
い
し
く

い
た
だ
き
ま

し
た
。フ
リ
ー

タ
イ
ム
で
は
、

男
性
か
ら
の

声
掛
け
も
あ

り
、
道
の
駅

へ
散
歩
に
行
く

場
面
も
。
午
後

か
ら
は
場
所
を

移
動
し
、
陶
芸

体
験
を
し
ま
し

た
。
葉
っ
ぱ
で

模
様
を
つ
け
た

り
、
カ
ラ
フ
ル

な
色
を
つ
け
た

り
と
、
個
性
あ

ふ
れ
る
作
品
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
最

後
は
、
八
朔
祭
の
大
造
り
物
を
見
学
し
ま

し
た
。
女
性
か
ら
は「
す
ご
い
！
」の
一
言
。

写
真
を
た
く
さ
ん
撮
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

一
日
を
山
都
町
で
過
ご
し
、
女
性
陣
も

山
都
町
を
気
に
入
っ
て
い
た
だ
け
た
か

な
？
と
思
い
ま
す
。
も
っ
と
も
っ
と
山
都

町
の
良
い
所
を
知
っ
て
も
ら
い
、
男
性
と

の
良
い
出
会
い
を
見
つ
け
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
ね
。

　

Ｐ
．Ｓ
．交
流
会
へ
参
加
希
望
の
女
性
は

多
い
で
す
よ
。
男
性
の
参
加
も
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
♪

荒木相談員

料理体験

陶芸体験

創立65周年記念創立65周年記念
南阿蘇畜産共進会及び肉用牛振興大会南阿蘇畜産共進会及び肉用牛振興大会

第12回宇城・上益城地域統一畜産共進会第12回宇城・上益城地域統一畜産共進会

　９月 12 日、創立 65
周年記念南阿蘇畜産
共進会及び肉用牛振
興大会が、南阿蘇畜産
農業共同組合家畜市
場で開催されました。
入賞結果を紹介しま
す。（敬称略）

　美里町で開催（９月 20日）の「第 12回宇城・上益城地域統一畜産共進会」に山都町から矢部・清和地区の
畜産農家の皆さんが自慢の牛と飼料作物等を出品されました。各部門での入賞結果をご紹介します。（敬称略）

■肉用種牛の部
◆肉用種牛３部（黒毛和種未経産牛若齢の部）
　名誉賞２席　　ただひめ号　　　　　佐野天弥（山田）
　名誉賞３席　　ななみ９２号　　　　西山裕也（芦屋田）
◆肉用種牛４部（黒毛和種未経産牛壮齢の部）
　名誉賞首席　　たまえ号　　　　　　北川康仁（葛原）
　名誉賞２席　　ぼたん号　　　　　　国武博章（田小野）
　名誉賞３席　　ひさざくら号　　　　佐野天弥（山田）
　名誉賞４席　　きょうこ号　　　　　村山康也（麻山）
■肉牛の部
　名誉賞　　　　七姫号　　　　　　　松本辰昭（下名連石）
■飼料作物の部
　名誉賞２席　　トウモロコシ　　　　中川博人（田小野）
　名誉賞４席　　イタリアンライグラス　芹口俊二（川口）
　名誉賞５席　　イタリアンライグラス　藤川一美（藤木）
■堆肥の部
　グランドチャンピオン
　名誉賞首席　　　松本辰昭（下名連石）
　名誉賞２席　　　山下牧場（郷野原）
　名誉賞２席　　　山都町良質堆肥生産組合（麻山）
　名誉賞５席　　　北川康仁（葛原）
　名誉賞６席　　　山口牧場（菅尾）

黒毛和種の部（22頭）
　名誉賞首席　　　ぷりんせすゆり号　　　飯星一敏（柏）
　名誉賞２席　　　　　第５さかえ号　　　飯星一敏（柏）
　名誉賞５席　　　　　　　めいさ号　　　山口隆介（白石）
　名誉賞７席　　　　　　ひまわり号　　　山口隆介（白石）
　名誉賞８席　　　　　　はなくに号　　　山邉達也（橘）
　名誉賞９席　　　　　　　　ゆり号　　　右働邦俊（東竹原）
　優勝賞２席　　　　　　　　みつ号　　　佐藤啓夫（旅草）
　優勝賞９席　　　　　　ひとふみ号　　　有働誠志（花上）
褐毛和種壮齢の部（18頭）
　優秀賞 10席　　　　　　あや２号　　　山邊康弘（橘）

黒毛和種の部　首席
名号：たまえ号　出品者：北川康仁（葛原）

堆肥の部　グランドチャンピオン
出品者：松本辰昭（下名連石）

飯星一敏 飯星一敏
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　平成25年度決算のあらましについてお知らせします。　平成25年度決算のあらましについてお知らせします。
　平成25年度一般会計の歳入総額は、126億3,600万7千円、歳出総額は120億3,721万　平成25年度一般会計の歳入総額は、126億3,600万7千円、歳出総額は120億3,721万
6千円でした。平成24年度と比較すると、歳入は17億5,840万2千円の減（対前年比12.2％減）、6千円でした。平成24年度と比較すると、歳入は17億5,840万2千円の減（対前年比12.2％減）、
歳出は17億701万7千円の減（12.4％減）となりました。歳出は17億701万7千円の減（12.4％減）となりました。

【
歳
入
】

　

歳
入
減
の
主
な
要
因
と
し
て
、
新

庁
舎
建
築
に
係
る
経
費
の
多
く
が
翌

年
度
へ
繰
越
し
と
な
っ
た
た
め
、
こ

の
財
源
で
あ
る
庁
舎
建
築
基
金
繰
入

金
が
５
億
５
３
１
万
２
千
円
の
減
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
前
年
度
に
介

護
老
人
福
祉
施
設
整
備
に
係
る
県
補

助
金
３
億
６
１
４
１
万
３
千
円
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
分
が
減
少
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
を
見
る
と
町
税
は
、
固
定

資
産
税
の
収
入
が
伸
び
た
こ
と
か
ら

前
年
度
比
１
４
８
７
万
７
千
円
の
増

■人件費
　2,255,444 千円
　（18.7％）

■扶助費
　1,096,855 千円（9.1％）

■公債費
　1,611,851 千円
　（13.4％）

■物件費
　1,645,045 千円
　（13.7％）

■維持補修費
　24,793 千円（0.2％）

■補助費等
　1,557,395 千円
　（13.0％）

■投資・出資金・貸付金
　5,280 千円
　（0.0％）

■繰出金
　1,256,695 千円
　（10.5％）

■積立金
　184,007 千円（1.5％）

■投資的経費 2,399,851 千円（19.9％）
　　普通建設事業 2,203,165 千円
　　災害復旧事業 196,686 千円

義務的
経費

■議会費 110,317 千円（0.9％）

■総務費
　1,652,675 千円
　（13.7％）

■民生費
　3,212,768 千円
　（26.7％）

■衛生費
　907,270 千円
　（7.5％）

■農林水産業費
　1,094,109 千円
　（9.1％）

■商工費
　427,782 千円（3.6％）

■土木費
　1,617,211 千円
　（13.4％）

■教育費
　635,362 千円
　（5.3％）

■災害復旧費
　188,896 千円（1.6％）

■公債費
　1,611,851 千円
　（13.4％）

■諸支出金 184,007 千円（1.5％）

■消防費
　394,968 千円
　（3.3％）

か
っ
た
こ
と
か
ら
３
億
２
１
０
８
万

円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

人
件
費
は
、
国
の
要
請
に
よ
り
給
与

の
減
額
措
置
が
行
わ
れ
た
こ
と
や
退

職
者
が
前
年
度
よ
り
少
な
く
、
退
職
金

が
減
少
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
１
億

１
０
４
３
万
９
千
円
の
減
と
な
り
ま

し
た
。
公
債
費
も
借
入
残
高
が
減
っ
て

い
る
こ
と
に
伴
い
、
６
１
９
１
万
８
千

円
減
少
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
社
会
保
障
に
か
か
る
扶
助
費

と
各
種
補
助
金
な
ど
を
含
む
補
助
費

や
、
介
護
保
険
特
別
会
計
な
ど
へ
の
繰

出
金
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

■
総
務
費

○
庁
舎
建
築
事
業（
北
側
駐
車
場
、

取
り
付
け
道
路
等
を
含
む
）

 
 

７
６
，
０
４
９
千
円

○
地
籍
調
査
事
業
（
実
施
面
積
１

４
・
３
５
㎢
）

 
 

２
８
５
，
０
９
０
千
円

○
総
合
計
画
策
定
支
援
業
務
委
託

（
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
開
催
ほ
か
）

 
 

６
，
４
８
９
千
円

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業

 
 

１
３
０
，
３
０
５
千
円

○
地
域
づ
く
り
対
策
事
業
（
自
治

振
興
区
・
ま
ち
づ
く
り
事
業
）

 
 

３
８
，
８
６
８
千
円

○
過
疎
集
落
等
自
立
再
生
対
策
事

業
（
大
野
自
治
振
興
区
・
白
糸

第
一
自
治
振
興
会
）

 
 

１
４
，
０
０
０
千
円

■
民
生
費

○
保
育
所
運
営
事
業
（
公
立
９

ヶ
所
・
私
立
４
ヶ
所
・
へ
き

地
２
ヶ
所
）

 
 

６
７
７
，
０
７
９
千
円

○
保
育
所
等
緊
急
整
備
事
業（
御

岳
保
育
園
・
浜
町
乳
児
保
育

園
） 

１
５
２
，
２
７
３
千
円

○
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業（
１

５
，
５
５
４
件
）

 
 

３
６
，
７
８
３
千
円

○
出
産
祝
い
金
（
対
象
79
人
）

 
 

２
，
３
７
０
千
円

○
障
が
い
者
福
祉
事
業
（
自
立

支
援
事
業
・
地
域
生
活
支
援

事
業
・
医
療
費
助
成
事
業
等
）

 
 

６
０
０
，
２
２
０
千
円

○
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
助
成
事
業

（
連
合
会
・
単
位
老
人
ク
ラ
ブ

61
） 

１
０
，
５
０
５
千
円

■町税 1,118,228 千円（8.8％）
　　町民税 418,511 千円
　　固定資産税 553,501 千円
　　軽自動車税 54,128 千円
　　町たばこ税 90,312 千円
　　入湯税 1,776 千円

■その他 411,459 千円（3.3 ％）
　　分担金・負担金 138,294 千円
　　使用料・手数料 91,132 千円
　　財産収入 26,165 千円
　　寄附金 6,153 千円
　　諸収入 149,715 千円

■繰越金
　440,176 千円（3.5％）

■各種譲与税等
　433,563 千円（3.4％）

■県支出金
　1,253,129 千円（9.9％）■町債

　482,900 千円（3.8％）

■繰入金
　124,927 千円
　（1.0％）

■地方交付税
　6,967856 千円
　（55.2％）

■国庫支出金
　1,403,769 千円
　（11.1％）

自主財源
16.6%

依存財源
83.4%

性質別

目的別

○
敬
老
祝
い
金
事
業
（
対
象
４

７
６
人
） 

４
，
８
５
０
千
円

○
老
人
ホ
ー
ム
運
営
事
業
（
浜

美
荘
） １
４
７
，
８
０
６
千
円

■
衛
生
費

○
健
康
診
査
委
託
事
業
（
妊
婦

健
康
診
査
・
健
康
診
査
・
予

防
接
種
等
）

 
 

９
６
，
５
１
０
千
円

○
浄
化
槽
設
置
補
助
事
業
（
６

８
基
） 

２
９
，
８
３
６
千
円

○
太
陽
光
発
電
・
太
陽
熱
利
用

シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
事
業（
４

３
基
） 

３
，
１
３
１
千
円

○
塵
芥
・
し
尿
処
理
対
策
事
業

（
小
峰
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
・

千
滝
ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
）

 
 

２
４
２
，
９
０
０
千
円

■
農
林
水
産
業
費

○
農
林
振
興
事
業
（
林
業
基
盤

整
備
・
単
独
土
地
改
良
事
業
）

 
 

１
９
，
１
３
７
千
円

○
有
害
獣
被
害
防
止
事
業
（
電

気
柵
設
置
・
捕
獲
隊
助
成
等
）

 
 

１
６
，
７
４
４
千
円

○
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制

度
事
業
（
１
６
６
集
落
）

 
 

３
５
１
，
２
４
６
千
円

○
農
地
・
水
保
全
管
理
支
払
交

付
金
事
業
（
共
同
活
動
・
向

上
活
動　

25
組
織
）

 
 

７
６
，
３
８
０
千
円

○
人
・
農
地
プ
ラ
ン
（
青
年
就

農
給
付
金　

対
象
33
人
）

 
 

３
４
，
５
０
０
千
円

○
山
都
町
森
林
整
備
推
進
事
業

（
間
伐
・
造
林
・
下
刈
り
助

成
） 

１
４
，
３
３
８
千
円

○
山
の
み
ち
地
域
づ
く
り
交
付

金
事
業
（
菊
池
人
吉
線
）

 
 

３
４
，
２
８
５
千
円

■
商
工
費

○
熊
本
県
緊
急
雇
用
創
出
基
金

事
業
（
39
人
雇
用
）

 
 

５
８
，
５
７
９
千
円

○
観
光
施
設
の
運
営
支
援
事
業

（
道
の
駅
「
通
潤
橋
」
等
９
施

設
） 

７
６
，
４
５
１
千
円

○
観
光
事
業
推
進
団
体
等
助
成

（
８
件
） 

８
，
１
８
６
千
円

■
土
木
費

○
道
路
新
設
改
良
事
業
（
米
生

滝
下
線
等
18
路
線
）

 
 

２
３
５
，
１
６
３
千
円

○
道
整
備
交
付
金
事
業
（
火
の

口
神
の
前
線
等
８
路
線
） 

 
 

３
５
７
，
０
２
４
千
円

○
大
矢
野
原
演
習
場
民
生
安
定

事
業
（
久
留
見
尾
線
・
上
鶴

線
外
１
）

 
 

１
９
３
，
０
６
９
千
円

○
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

事
業
（
長
谷
花
立
線
等
11
路

線
・
５
事
業
）

 
 

３
０
７
，
６
３
２
千
円

■
消
防
費

○
火
災
予
防
・
消
防
団
活
動
事

業
（
年
末
警
戒
・
出
初
式
な

ど
） 

６
５
，
１
３
３
千
円

○
消
防
小
型
可
搬
ポ
ン
プ
（
12

台
） 

１
２
，
１
７
６
千
円

■繰越金

126億3,600万7千円

120億3,721万6千円
歳入総額

歳出総額

と
な
り
ま
し
た
。
歳
入
の
半
分
以
上

を
占
め
る
地
方
交
付
税
は
７
１
５
１

万
４
千
円
の
減
で
し
た
。

【
歳
出
】

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
普
通
建
設
事
業

費
が
対
前
年
度
比
１
４
億
７
１
２
万

３
千
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
浜
町
地

区
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事

業
が
前
年
度
に
終
了
し
た
こ
と
や
新

庁
舎
建
築
事
業
費
が
翌
年
度
に
繰
越

し
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
影
響
し
て

い
ま
す
。
災
害
復
旧
事
業
費
に
つ
い
て

も
、
災
害
の
発
生
が
前
年
度
よ
り
少
な

■
教
育
費

○
小
中
学
校
振
興
・
管
理
業
務

（
小
学
校
７
校
・
中
学
校
３

校
） 

３
１
９
，
９
０
６
千
円

○
町
立
図
書
館
運
営
事
業

 
 

２
９
，
５
５
３
千
円

○
通
潤
橋
保
存
活
用
計
画
策
定

事
業 

７
，
０
０
７
千
円

○
文
化
的
景
観
保
護
推
進
事
業

（
通
潤
用
水
と
白
糸
台
地
の
棚

田
景
観
） 

９
，
５
２
５
千
円

○
保
健
体
育
事
業
（
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
・
体
育
施
設
等
）

 
 

５
１
，
４
３
０
千
円

平成25年決算報告
問い合わせ　総務課財政係　（７２―１２３３）

主
要
事
業



○今月号では、ハートフルパスおよび駐車禁止除外票についてご案内します。
■熊本県ハートフルパス制度
公共施設や店舗などさまざまな施設に設置されている障がい者用駐車場を適正に
ご利用いただくため、障がいのある方など歩行が困難と認められる方に対して、
県内共通の「利用証（ハートフルパス）」を交付します。
利用証の交付を受けることができる障がい者の方は次のとおりです（交付基準に該当しなくなるまで）

①身体障がいにより歩行困難な方・・・次の表に該当する方
障がい区分 対象等級 障がい区分 対象等級

視覚障がい ４級以上 ぼうこうまたは直腸の機能障がい ４級以上
聴覚機能障がい 該当なし 小腸機能障がい ４級以上
平衡機能障がい ５級以上 肝臓機能障がい ４級以上

肢体障がい 上肢 ２級以上 ヒト免疫不全ウイルスによる免疫
機能障がい ４級以上

下肢 ６級以上 音声機能、言語機能障がい
またはそしゃく機能の障がい 該当なし

体幹 ５級以上
心臓機能障がい ４級以上 乳幼児期以前の非進行性の脳病変

による運動機能障がい
上肢機能 ２級以上

じん臓機能障がい ４級以上 移動機能 ６級以上
呼吸器機能障がい ４級以上
②知的障がいにより歩行困難な方・・・療育手帳の障がいの程度欄が「A」の方
③精神障がいにより歩行困難な方・・・精神障害者保健福祉手帳の等級１級の方
※障がい者以外の方の該当基準については問合せ先へご確認ください。
◇申請方法
熊本県御船保健所または県庁健康福祉政策課福祉のまちづくり室へ障がい者手帳をお持ちくださ
い。
郵便での申請の場合は、申請書（役場にもあります）及び手帳の写し並びに返送用切手（１４０
円）を熊本県御船保健所または県庁健康福祉政策課福祉のまちづくり室へ郵送してください。

◇問合せ先
熊本県御船保健所
〒 861-3206
上益城郡御船町辺田見 400
℡ 096-282-0016

県庁健康福祉政策課福祉のまちづくり室
〒 862-8570
中央区水前寺 6丁目 18-1
℡ 096-333-2202

■駐車禁止除外標章の交付
対象となられる方は申請により「駐車禁止除外指定車標章」の交付を受けることができます。

除外措置の対象 申請先 問合せ先
・歩行が困難な身体障がい者（障がいの種類・
等級については申請先にご確認ください）
・障がいの程度がA1、A2の療育手帳を所持し
た、重度の知的障がい者
・精神障害保健福祉手帳の交付を受け、１級の
障がいを有する精神障がい者

住所地が山都町
の方は山都警察署

山都警察署
℡ 0967-72-0110

熊本県警察本部交通規制課
℡ 096-381-0110

障がい者福祉だより障がい者福祉だより
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　本町における財政分析指標は表のとおり
です。このうち財政の弾力性を示す「経常
収支比率」は 84.3％とほぼ前年度並みでし
た（前年度 84.2％）。この指標は、数値が
高いほど財政が硬直化していることを表し、
経常的な収入が減少したり、義務的な支出
が増加すると上昇します。
　平成 25 年度においては、経常的な一般財
源が前年度に比べて 1 億 2,055 万 5 千円減

少しました。しかし、義務的な経費も同じ程度減少したことから、指標はほぼ横ばいでした。
　平成 27 年度からは、これまで合併特例によりかさ上げされていた普通交付税が、一定の割合で
縮減されていきます。これからも町財政の健全性を保ち、持続性のある行政運営を行うためには、
町税をはじめとする自主財源の確保が必要です。そして、事務事業の見直しにより、あらゆる経費
の節減を図らなければなりません。

　健全化判断比率と資金不足比率は「地方公
共団体の財政の健全化に関する法律」による
もので、表のとおりです。これは収支におい
て、解消が困難な大幅な赤字となっていない
か、町の財政規模に比べて過大な町債を抱え
ていないかなどを見るものです。本町はいず
れの指標も基準値を下回っています。
　この指標が基準値を超える場合は、財政健
全化計画の策定が必要になったり、町債の借
入れについて制限を受けるなど、自主的な財
政運営が難しくなります。

（単位：千円、％）

区　　分 H25 区　　分 H25

歳入総額 12,641,434 財政力指数 0.192

歳出総額 12,037,826 実質収支比率 4.3

歳入歳出差引 603,608 経常収支比率 84.3

実質収支 357,071 実質公債費比率 8.1

実質単年度収支 △ 115,325 将来負担比率 45.5

標準財政規模 8,351,653

（単位：％）
区　　分 本町の比率 早期健全化基準 財政再生基準

○実質赤字比率 － 13.66 20.00
○連結実質赤字比率 － 18.66 30.00
○実質公債費比率 8.1 25.00 35.00
○将来負担比率 45.5 350.00
○公営企業における資金不足比率

水道事業会計　　 －

20.00
病院事業会計　　 －
簡易水道特別会計 －
国民宿舎特別会計 －

　実質収支及び連結実質収支等が黒字である場合は、それぞれ
の比率は「－」で表示されます。

　 特 別 会 計 　

財政分析指標（普通会計）

健全化判断比率と資金不足比率

積立金・地方債の推移
（単位：千円、％）

歳　　　入 歳　　　出
国民健康保険 2,961,550 2,882,924

後期高齢者医療 228,484 225,287

介護保険 2,718,922 2,573,537

国民宿舎 115,824 107,968
住宅新築資金
等貸付事業 5,428 610

簡易水道 437,713 434,379

水道事業
72,524（収益） 69,047（収益）

1,229（資本） 20,696（資本）

病院事業
932,850（収益） 976,799（収益）

80,890（資本） 94,804（資本） 0

50

100

150

200
（単位：億円）

地方債現在高

21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

基金残高

◎普通会計とは「決算統計」における会計区分で、一般会
　計に住宅新築資金等貸付事業特別会計を加えたものです。



　平成 25 年度国民健康保険（国保）は、１人あたりの医療費が 353,278 円（対前年度　＋ 22,684 円）、1
人あたり国保税が 80,804 円（対前年度△ 1,453 円）となりました。
　加入者のみなさんから納めていただく国保税は、国保の歳入のほぼ 1/5 を占める重要な収入です。し
かし、年々被保険者数が減少し、税額も影響を受けています。
　歳出では保険給付費（医療費）が約６割以上を占めます。１人あたりの医療費が前年度と比較して大
きく増えたため、被保険者が減少したにも関わらず、保険給付費が約 6,400 万円（+3.5％）増加しました。
　結果として、歳入不足分による赤字を補てんするため、「国保財政調整基金（基金）」を取り崩して対
応しました。

　町では、国保税の収納率向上のために滞納対策に取り組んでいます。また、医療費の適正化を図るため、
特定健診の受診を勧奨し、強化することで病気の早期発見・早期治療を進めています。
　加入者のみなさんが、安心して医療を受けることができる国保の財政運営健全化のため、ご理解とご
協力をお願いします。

①納めていただいた国保税
②国や県が支出する負担金や
　支払基金などが支出する交付金
③一般会計予算からの繰入金
④国保財政調整基金
⑤繰越金やその他の収入

⑥主に医療費などの支払いにあて
　る費用
⑦後期高齢者医療制度への支援金
　や共同事業拠出金など
⑧介護保険の運営に充てる納付金
⑨特定健康診査事業などの事業費
⑩事務費やその他の支出金

平成25年度国民健康保険特別会計決算について平成25年度国民健康保険特別会計決算について
お知らせします。お知らせします。

　伸び続ける医療費

　町の取り組みとお願い

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0
H23

19.1億円 18.18.3億円億円 18.18.9億円億円

3.3.3億円億円

18.3億円 18.9億円

5.5億円 5.4億円 5.2億円
2.2億円 1.7億円

3.3億円

保険給付費 国保税収入 基金残高

H24 H25

保険給付費と国保税収入および基金残高

国民健康保険の現状

歳入歳出の状況

H23

被保険者数の推移（年度末）

6,719人

H24 H25

※事業月報より

6,438人

6,153人

H23

1人当たり医療費（費用額）

H24 H25

※熊本県国保事業状況報告より

330,594円
327,054円

353,278円

H23

1人当たり国保税（現年度課税額）

H24 H25

※熊本県国保事業状況報告より

82,257円

79,787円

80,804円

【歳出】28億8,292万4千円

⑩その他支出
　58,229千円
　2.0%

⑥保険給付費
　1,893,792千円
　65.7%

⑦支援金・拠出金
　731,459千円
　25.4%

⑧介護納付金
　175,390 千円
　6.1%

⑨保健事業費
　24,054千円
　0.8%

【歳入】29億6,155万円

②国県支出金・交付金
　2,218,068 千円
　74.9％

③一般会計繰入金
　137,824千円
　4.7％

④国保財政調整基金
　 48,281千円 
　1.6% ⑤繰越金・その他収入

　36,769千円
　1.2%

①国民健康保険税
　520,608千円
　17.6%

⑥その他
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アラン・カールソン100歳。誕生日パーティ
の日に老人ホームから逃げ出す。ギャング団
の大金を奪って追手に追われるも、アランは
どこ吹く風。それもそのはず、アランは爆弾
づくりの専門家として、歴史に名高い要人た
ちと修羅場をくぐり抜けてきたのだから！
チャーミングなアランから目が離せません！

窓から逃げた100歳老人
ヨナス・ヨナソン著
柳瀬尚紀訳
西村書店東京出版編集部　
NDC933

図書館情報
－読書とは、人間が創造した、もっとも価値の高い快楽の一つです。－

●お問い合わせ
　・本館 ７３-１６１６  ・清和 ８２-３０３３  ・蘇陽 ７３-２７５５
●休館日：全館共通（月曜日・月末日・祝日・お盆・年末年始）

★平成26年11月の
　　わくわく号運行予定★

絵本講座　ー絵本のとびら開講のお知らせー

※図書館利用者カードをお持ちの方は、貸し出しに必要ですので必ずお持ちください。
※本をたくさん借りられる方はマイバッグの持参にご協力ください。巡回場所での滞在時間は約30分です。
※貸出期間は１か月です。次に借りたい方がいらっしゃいますので、返却期限での返却にご協力ください。

蘇陽地区
　月　日 　　　　　　　　　　　　巡回場所・時間
11月5日(水）  蘇陽南小学校（午後1時20分～） 馬見原保育園（午後1時30分～）
　　　　　     菅尾保育園（午後2時15分～）
　　　　　     二瀬本保育園（午後2時45分～）　蘇陽小学校（午後3時～）
　　　　　     蘇陽キッズ（午後3時15分～）
11月6日(木)  ブルーベリーの家（午前10時15分～）　蘇望苑（午前11時～）
　　　　　     蘇陽総合支所（午後0時30分～）
　　　　　     蘇陽中学校（午後1時30分～）
　　　　　     ほたる（午後2時15分～）　大迫公民館（午後3時～）
11月7日(金)   スクランブル（午前10時30分～）
　　　　　     二瀬本コミュニティセンター（午前11時～）
　　　　　     花上多目的集会所（午後1時～）
　　　　　     上差尾興梠商店（午後1時45分～）
　　　　　     菅尾公民館（午後2時20分～）
　　　　　     まこと薬局駐車場（午後3時～）

矢部地区
　  月　日 　　　巡回場所・時間
11月19日(水)  金内公民館（午前9時45分～）

　　　　　　　こころ（午前10時30分～）

　　　　　　　島木のお店（午前11時～）

　　　　　　　矢部中学校（午後1時15分～）

　　　　　　　白小野（午後2時～）

　　　　　　　さくらんぼ愛園（午後2時30分～）

　　　　　　　大地（午後3時～）

11月20日(木)  稲生野（午前9時45分～）

　　　　　　　一の瀬（午前10時20分～）

　　　　　　　あおぞら（午後1時35分～）

　　　　　　　富士ラーメン（午後2時～）

　　　　　　　白糸事務所（午後2時30分～）

　　　　　　　笈石（午後3時～）

　　　　　　　菅（午後3時20分～）

11月21日(金)  風ノ木（午前10時～）

　　　　　　　浜美荘（午前10時35分～）

　　　　　　　千寿苑（午後0時30分～）

　　　　　　　大矢荘（午後1時15分～）

　　　　　　　光露館（午後1時40分～）

　　　　　　　彩雲苑・すみれ（午後2時～）

清和地区
　月　日 　　　　　　　　　　　　巡回場所・時間
11月11日(火)  小峰保育園（午前10時～）  清和小学校（午前10時30分～）
　　　　　     清和総合支所（午後0時30分～）  清和中学校（午後1時～）
　　　　　     大川保育園（午後1時30分～）
11月12日(水)  原尻公民館（午前10時～）  花高原（午前10時30分～）
　　　　　     井無田診療所横（午前11時～）  
　　　　　     支援ハウス（午後1時～）
　　　　　     清和児童育成クラブ（午後3時30分～）

山都町図書館だより 声の灯り
ー86号ー

秋の夜長は読書しよう！図書館からおすすめの本を紹介します。

第60回江戸川乱歩賞受賞作です。
下村氏は9回目の応募で受賞となりまし
た。盲目の主人公は孫に腎臓を移植しよう
としますが適合せず、兄に移植を頼みます。
しかし兄はかたくなにこれを拒否。疑問を
持った主人公は兄の正体を調べ始めるので
すが・・・。

闇に香る嘘
下村敦史著
講談社　NDC914

新米がおいしいこの季節にごはんにまつ
わるエッセイ集はいかがでしょう。
日本人ときってもきれないおいしいごは
んの話し。この季節に読みたい一冊です。

つやつや、ごはん
赤瀬川原平ほか著
河出書房新社　NDC914

日本でウイスキー醸造に取り組んだ竹鶴
政孝氏。ただひたすらに日本産ウイスキー
醸造に取り組んだ竹鶴氏の自伝が復刻し
ました。テレビドラマ化されてますます注
目されています。

ウイスキーと私
竹鶴政孝著
NHK出版　NDC289

可愛いイラストがたくさんあるマスキン
グテープ。切って貼るだけじゃなく、もっ
といろいろな使い方があるんです。「マ
スキングテープ」って何？という方にもお
すすめです。

マスキングテープで楽しむ
すてきな紙雑貨と文房具
メイツ出版　NDC754

なかなか運動を始められない方は、先ずは
ストレッチやウォーキングで体を動かしてみ
ませんか。適度な運動は体調を整え、病
気の予防にも最適です。ヨガやマッサージ
の本も多数ありますので自分に合った運動
を見つけてみるのも良いかもしれません。

歩き方とストレッチ　
アンチエイジング
ウォーキング
古藤高良著
滋慶出版/土屋書店　NDC782

重度のくも膜下出血で倒れたコラムニス
ト神足裕二氏。その妻明子さんは、介護
をしながら日々の「食べる」ことによっ
てゆっくりと目が覚めてゆくような夫の姿
を見守ってきました。食べることと生き
ること。夫婦二人が交わすコラムです。

生きていく食事
－神足裕二は甘いで目覚めた
神足裕二・神足明子著
主婦の友インフォス情報社　
NDC914 そろそろ毛糸が恋しい季節がやってきま

すね。今年は何を編みましょう。マフラー
や帽子・セーターなど、すてきなデザイ
ンがたくさん載っていますよ。図書館に
はこの他にも、初めて編み物に挑戦する
方向けの本もあります。

手編み大好き！
1枚編んだらやめられない
実業之日本社

参加対象：読み語りをされている方、絵本のすきな方・子どもさん、
　　　　　お孫さんへ絵本を選びたい方など、どなたでも参加でき
　　　　　ます。みなさんのご参加お待ちしています！
日　　時：11月 16日（日）
場　　所：午後 2時より・図書館ホール
　　　　『歯いしゃのチュー先生』　『ゆうかんなアイリーン』
　　　　『ロバのシルベスターとまほうの小石』 の３冊を読みあいます。

11 10



　

今
年
金
婚
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦
を
紹

介
し
ま
す
（
敬
称
略
）。
な
お
、
今
回
の

表
彰
式
を
欠
席
さ
れ
た
ご
夫
婦
の
お
名
前

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

御
岳
地
区

藤
岡　

誠
一
郎　

ク
ニ
子　
（
川
野
）

髙
岡　

三
智
生　

龍
子　
　
（
畑
）

今
村　

薫　

優
子　
　
　
　
（
入
佐
）

八
岡　

利
續　

千
鶴
子　
　
（
入
佐
）

西
永　

博
道　

美
知
代　
　
（
入
佐
）

井
上　

如
矢　

利
江　
　
　
（
川
野
）

飯
星　

正
人　

栄
子　
　
　
（
成
君
）

藤
川　

亘　

笑
子　
　
　
　
（
麻
山
）

後
藤　

重
信　

イ
ツ
子　
　
（
麻
山
）

平
川　

勉　

美
智
子　
　
（
上
川
井
野
）

小
田　

宗
善　

信
子　
　
（
下
川
井
野
）

白
糸
地
区

大
和　

建
太
郎　

幸
子　
　
（
菅
）

渡
邉　

正
弘　

ヤ
ス
ヱ　
　
（
菅
）

山
下　

奉
文　

フ
ジ
子　
　
（
新
小
）

坂
田　

弘
明　

培
子　
　
　
（
田
吉
）

夫
婦
二
人
三
脚
で
半
世
紀

夫
婦
二
人
三
脚
で
半
世
紀

〜〜  

金
婚
夫
婦
表
彰
式

金
婚
夫
婦
表
彰
式  

〜〜
原
田　

悦
稔　

悦
子　
　
　
（
長
原
）

渡
邊　

三
德　

芳
江　
　
　
（
長
原
）

中
村　

俊
覚　

サ
ナ
エ　
　
（
長
原
）

下
矢
部
地
区

本
山
崎　

和
志　

隆
子　
　
（
藤
木
）

村
上　

靖
男　

桂
子　
　
　
（
柚
木
）

甲
斐　

孝
芳　

孝
子　
　
　
（
柚
木
）

坂
本　

次
生　

ス
ミ
子　
　
（
牧
野
）

津
川　

則
光　

ミ
サ
子　
　
（
猿
渡
）

渡
邊　

昭
辰　

富
美
枝　
　
（
猿
渡
）

下
田　

正
興　

ケ
サ
エ　
　
（
猿
渡
）

日
隈　

辰
喜　

フ
ミ
子　
　
（
猿
渡
）

眞
田　

和
幸　

文
代　
　
　
（
山
ケ
）

中
島
地
区

藤
本　

昭
喜　

美
奈
子　
　
（
島
木
）

村
上　

意
志
雄　

セ
ツ
子　
（
北
中
島
）

和
田　

幸
吉　

美
和
子　
　
（
金
内
）

名
連
川
地
区

松
岡　

和
人　

登
紀
子　
（
下
名
連
石
）

橋
本　

好
教　

悦
子　
　
（
下
名
連
石
）

伴　

誠
一　

ヱ
イ
子　
　
　
（
御
所
）

一
瀬　

英
徳　

ヒ
ロ
子　
　
（
御
所
）

森　

勇
雄　

愛
子　
　
　
　
（
御
所
）

北
野　

讓　
　

ケ
サ
子　
　
（
御
所
）

浜
町
地
区

片
山　

勲　

き
み
代　
　
　
（
城
平
）

柿
本　

義
雄　

順
子　
　
　
（
城
平
）

稲
田　

康
郎　

俊
子　
　
　
（
城
平
）

藤
原　

今
朝
喜　

敏
子　
　
（
千
滝
）

山
田　

正　

征
子　
　
　
　
（
千
滝
）

中
村　

昭　

末
子　
　
　
　
（
上
寺
）

菅　

清
次
郎　

ユ
キ
子　
　
（
上
寺
）

竹
内　

正
房　

キ
ヌ
子　
　
（
上
寺
）

高
橋　

義
章　

絅
子　
　
　
（
下
市
）

藤
田　

浩
　

律
子　
　
　
（
下
市
）

田
上　

修
　

幸　
　
　
　
（
下
市
）

古
閑　

正
一　

タ
ミ
子　
　
（
浜
町
）

藤
本　

廣
明　

光
子　
　
　
（
浜
町
）

本
田　

康
夫　

睦
子　
　
　
（
芦
屋
田
）

西
山　
　

一　

ナ
ミ
子　
　
（
杉
木
）

田
上　

昭
七
郎　

波
子　
　
（
下
馬
尾
）

山
下　

嘉
廣　

明
美　
　
　
（
下
馬
尾
）

清
和
地
区

山
下　

孝
美　

久
美
子　
　
（
大
平
）

荒
木　

誠
之　

不
二
子　
　
（
鶴
ヶ
田
）

藤
川　

孝
次　

喜
久
子　
　
（
鶴
ヶ
田
）

山
下　

憲
二　

文
子　
　
　
（
鶴
ヶ
田
）

川
﨑　

昭
則　

ヨ
シ
子　
　
（
川
口
）

藤
川　

喜
六　

マ
ユ
ミ　
　
（
井
無
田
）

福
田　

敏
雄　

マ
ル
子　
　
（
井
無
田
）

木
原　

幸
吉　

譽
子　
　
　
（
郷
野
原
）

細
嶋　

忠
行　

美
惠
子　
　
（
郷
野
原
）

加
藤　

正
一　

里
惠　
　
　
（
仏
原
）

上
村　

照
夫　

富
美
子　
　
（
仏
原
）

松
田　

信
雄　

サ
ヨ
子　
　
（
米
生
）

秋
山　

定　

綾
子　
　
　
　
（
米
生
）

福
田　

幸
一　

頌
子　
　
　
（
須
原
）

佐
藤　

鐵
男　

イ
ツ
子　
　
（
小
峰
）

原
田　

敬
則　

ツ
ル
子　
　
（
木
原
谷
）

佐
藤　

稔　

ハ
ル
子　
　
　
（
尾
野
尻
）

蘇
陽
地
区

田
中　

定
夫　

サ
チ
子　
　
（
馬
見
原
）

飯
干　

隆　
　

經
子　
　
　
（
馬
見
原
）

倉
岡　

良
一　

セ
イ
子　
　
（
方
ヶ
野
）

栗
屋　

正　

泰
子　
　
　
　
（
神
ノ
前
）

飯
星　

學　

凉
子　
　
　
　
（
柏
）

佐
藤　

輝
男　

ヨ
ミ
子　
　
（
柏
）

佐
藤　

健
二　

ケ
イ
子　
　
（
柏
）

後
藤　

秋
信　

チ
サ
子　
　
（
下
山
）

後
藤　

浩
一　

八
千
代　
　
（
下
山
）

佐
藤　

和
也　

元
代　
　
　
（
柳
）

甲
斐　

利
一　

征
子　
　
　
（
柳
）

藤
川　

二
郎　

美
保
子　
　
（
滝
上
）

興
梠　

敏　

元
子　
　
　
　
（
米
迫
）

　

９
月
12
日
、
千
寿
苑
で
、
熊
本
日
日
新
聞
社
と
山
都
町
の
主
催
に
よ
る
金
婚
夫
婦
表
彰

式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
ご
成
婚
を
記
念
し
て
熊
本
日
日
新
聞
社
が

は
じ
め
た
こ
の
表
彰
式
は
今
回
で
56
回
目
。
山
都
町
で
金
婚
夫
婦
表
彰
を
受
け
た
の
は
、

１
９
６
４
年
（
昭
和
39
年
）
に
結
婚
さ
れ
た
83
組
の
皆
さ
ん
で
す
。

金
婚
夫
婦
を
代
表
し
て
加
藤
正
一
さ
ん
・
里
惠
さ
ん
夫
妻
に
、
熊
本
日
日
新
聞
社
と
山
都

町
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

工
藤
町
長
と
熊
本
日
々
新
聞
社
か
ら
の
祝
辞
の
あ
と
、
金
婚
夫
婦
を
代
表
し
、
佐
藤
和

也
さ
ん
・
元
代
さ
ん
ご
夫
妻
が
、
苦
労
を
乗
り
越
え
、
共
に
歩
ん
で
き
た
50
年
を
思
い
起

こ
し
な
が
ら
、
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

お礼の言葉を述べる
佐藤和也さん・元代さん夫妻

代表して表彰を受ける
加藤正一さん・里惠さん夫妻金

婚
を
迎
え
ら
れ
ら
れ
た
皆
さ
ん

金
婚
を
迎
え
ら
れ
ら
れ
た
皆
さ
ん

蘇陽・白糸地区のみなさん

清和・中島地区のみなさん

御岳・下矢部地区のみなさん

名連川・浜町地区のみなさん
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　９月５日～７
日にかけて、山

都町の

浜町では八朔
祭が開催され

、盛況を

見せました。

八八

朔朔

祭祭

大川町・下大川連合組大川町・下大川連合組
騏驎にゃ消費増税騏驎にゃ消費増税

水道町・城見町・新町上連合組水道町・城見町・新町上連合組
「天下大変」剛力無双の山都ん兜「天下大変」剛力無双の山都ん兜

新
町
中
連
合
組

新
町
中
連
合
組

　

高
速
道
路
は
風
神
？

　

高
速
道
路
は
風
神
？ 浦川連合組浦川連合組

災い転じる不動明王災い転じる不動明王

下市連合組下市連合組
大増税の風　立ち向かう　達磨大師大増税の風　立ち向かう　達磨大師

仲町上連合組仲町上連合組
未来からの使者　山都の獅子立ち上がる未来からの使者　山都の獅子立ち上がる

仲
町
下
連
合
組

仲
町
下
連
合
組

　

笑
顔
の
山
都
町

　

笑
顔
の
山
都
町

下
馬
尾
連
合
組

下
馬
尾
連
合
組

　

子
ど
も
見
守
る　

山
と
森
の
か
み

　

子
ど
も
見
守
る　

山
と
森
の
か
み

山都町役場山都町役場
ヤマと森の女王ヤマと森の女王

矢部高校矢部高校
山都町（ふるさと）の難事の火を消す矢部高校山都町（ふるさと）の難事の火を消す矢部高校

～矢部高校は創立119周年～～矢部高校は創立119周年～

矢部小学校矢部小学校
和（LOVE・PEACE）和（LOVE・PEACE）1515 14



　高温乾燥、集中豪雨などの異常気象の影響から出品は例年に比べると少なくなっていましたが、
出品された野菜はどれも品質や揃いがとてもよく、生産者の努力がうかがえるものばかりでした。

葉たばこの部…………… 木野　　哲（郷野原）
果樹の部（栗） ………… 下田　千秋（尾野尻）
野菜の部（トマト） …… 佐藤　友治（平野）
　 〃　　（ピーマン） … 東田エイ子（高月）
　 〃　　（小ネギ） …… 矢津田正治（入佐）
ニラの部………………… 藤田　幸也（米内蔵）
穀物の部………………… 藤本　京子（仏原）
加工品の部（乾物） …… 藤原　絹子（貫原）
その他…………………… 藤本十三男（郷野原）

栗
　８月に長雨、日照不足が続いたため、着毬は多いが、小玉傾向で昨年に比べやや出荷量は少ない。
トマト
　揃いが良く果皮にハリとツヤがあり、色ムラやワレがなく、丸みがあった。
ピーマン
　揃いが良く果皮が鮮やかで色むらが無く、瑞々しくツヤがある、ふっくらとしていた。
ニラ・きゅうり
　緑色が鮮やかで、ツヤがあり瑞々しく、葉の先まで真っ直ぐで枯れがなく揃っていた。
バラエティトマト
　ミニトマト・中玉トマトのトマトなどバラエティーに富む出品があった。
穀物・乾物
色合い・揃い・艶・それから珍しさ等も考慮して入賞品を決定しました。

農産物品評会（敬称略）
品評会で見事１等を獲得された方々を紹介します。

1717 16



山都警察山都警察署署・・署協議会だより署協議会だより山都警察署・署協議会だより 山都警察署
TEL72ー 0110
山都警察署

TEL72ー 0110
山都警察署

TEL72ー 0110

1919 18

　家族経営で、キャベツ・
米・椎茸を栽培しています。
休みがない時期もあります
が、作物づくりは元々好き
で、農業をやろうとずっと
思っていました。いいキャ
ベツができたときはとても
嬉しいです。これからも高

品質のキャベツづくりを目指して頑張ります。ま
た、お嫁さんをもらうことも大事な目標です。

　９月 21 日（日）から９月 30 日（火）まで、
秋の全国交通安全運動が行われました。期
間中はボランティア団体による街頭指導や
キャンペーンが行われるなど、交通事故防
止に向けた取組みが数多く行われました。
結果、山都町内における人身事故の発生件
数は０件でした。これからも

　平成 26 年８月末現在、県内では特殊詐欺の被害が、46 件発
生し、被害金額は２億４千万円を超えています。過去山都町
でも、被害額が1，000万円を超える詐欺事件が発生しています。
また、下表のとおり、65 歳以上の女性が被害者となる割合が
最も多く発生しています。「儲け話＝詐欺」という認識を持ち、
おかしいと思ったら警察や家族に必ず相談しましょう。

　一定面積以上の土地を売買等したときは、契約後に権利取得者（買主）が届出をする必要
があります。
○届出の必要な取引　売買、交換、売買予約、譲渡担保、代物弁済等
○届出の必要な土地の面積

○届出期限　契約（予約を含む）締結日から２週間以内（締結日を含みます）
○届出窓口　土地の所在する市町村の国土利用計画法担当課

　農大卒業後、普通に就職
するように就農しました。
家族５人で大根・米を栽培
しています。朝が早い仕事
ですが、特に大変とは思っ
ていません。将来、自分が
経営を引き継いだ時、ちゃ
んと生活していけるよう

しっかり頑張りたいです。

注）特殊詐欺とは、オレオレ詐欺、架空請求詐欺や金融商品等取引名目
　　の詐欺、ギャンブル必勝情報提供名目の詐欺等をいいます。

＜ゆっぴーとくまモンによる
　　　　　　　交通安全教室＞

高橋和成 さん
（御所・26歳 就農５年）

 ＜一斉パトロールの見送りの様子＞
犯罪・交通事故発生状況（山都町）

（）内は昨年同時期の発生状況

投資すれば必ず儲かる！
ギャンブル必勝法！（パチンコ、ロト６）
市役所等の職員がお金を還付！
あなただけ特別です！     　

絶対にあり得ません!!絶対にあり得ません!!

一定面積以上の土地取引には、届出が必要です一定面積以上の土地取引には、届出が必要です秋の全国交通安全運動秋の全国交通安全運動
実施結果実施結果 「高齢者詐欺」多発中、要注意 !!「高齢者詐欺」多発中、要注意 !!

そ
の
58

　

山
都
町
に
は
、
か
つ
て
「
キ
ツ
ネ
先
生
」

と
呼
ば
れ
た
先
生
が
お
ら
れ
た
。
名
前
は

中
園
敏
之
先
生
（
現
在
、
菊
陽
町
で
「
九

州
自
然
環
境
研
究
所
」
を
開
い
て
お
ら
れ

る
）。
前
々
号
か
ら
３
回
に
亘
っ
て
、
中
園

先
生
と
体
験
し
た
不
思
議
な
話
を
紹
介
し

て
い
る
。

「
キ
ツ
ネ
に
ば
か
さ
れ
た
？
話　

〜
そ
の
③
〜
」

　
（
前
号
か
ら
の
続
）

　

と
こ
ろ
が
、
発
信
器
か
ら
送
ら
れ
て
く

る
電
波
の
受
信
音
が「
ピ
ッ
ピ
ッ
ピ
ッ
・・・
」

と
変
化
し
た
。
男
の
人
が
遠
ざ
か
る
に
つ

れ
て
、
音
も
小
さ
く
な
り
始
め
た
の
だ
っ

た
。
中
園
先
生
は
「
キ
ツ
ネ
に
ば
か
さ
れ

た
。」
と
言
わ
れ
た
。
私
た
ち
は
、
し
ば
ら

く
し
て
よ
う
や
く
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
、

「
今
の
は
、
い
っ
た
い
何
だ
。」「
こ
ん
な
雨

の
降
る
真
夜
中
に
、
こ
ん
な
場
所
に
人
が

い
る
な
ん
て
・
・
・
。」「
し
か
も
、
あ
の

農
道
は
行
き
止
ま
り
だ
と
い
う
の
に
。」

　

時
間
は
真
夜
中
を
過
ぎ
て
い
た
。
朝
ま

で
調
査
を
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
こ
の
日

は
こ
こ
で
調
査
を
止
め
、
私
た
ち
は
家
路

に
就
い
た
。

　

後
日
、
今
回

の
出
来
事
を
中

園
先
生
と
振
り

返
っ
た
。「
あ

の
男
の
人
の
す

ぐ
後
ろ
を
キ
ツ

ネ
ガ
く
っ
つ
い

て
歩
い
て
い

た
・
・
・
と
考

え
る
こ
と
も
で
き
る

が
・
・
・
」「
や
っ

ぱ
り
キ
ツ
ネ
に
ば

か
さ
れ
た
ん
だ
ろ
う

ね
。」

　

今
か
ら
30
数
年
前

の
こ
と
、
旧
矢
部
町

で
キ
ツ
ネ
の
毒
殺
が
相
次
い
だ
。
昔
は
農

家
の
方
た
ち
は
、「
キ
ツ
ネ
は
祟(

た
た)

る
か
ら
殺
し
ち
ゃ
い
か
ん
。」
と
言
っ
て
い

た
の
だ
が
、
若
い
世
代
は
「
キ
ツ
ネ
が
祟

る
な
ん
て
迷
信
。」
と
言
う
。

　

農
作
物
を
食
べ
た
キ
ツ
ネ
を
駆
除
す
る

た
め
に
毒
（
農
薬
）
が
塗
ら
れ
た
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
な
ど
が
キ
ツ
ネ
の
巣
穴
の
前
に
置

か
れ
、
そ
れ
を
食
べ
た
親
ギ
ツ
ネ
が
死
に
、

巣
穴
の
中
に
い
た
子
ギ
ツ
ネ
た
ち
も
死
ぬ

と
い
う
事
態
が
続
い
た
。
そ
の
結
果
、
キ

ツ
ネ
の
数
が
減
り
、
一
方
で
ノ
ネ
ズ
ミ
な

ど
が
増
え
農
作
物
に
被
害
が
出
る
結
果
と

な
っ
た
。

　

昔
の
農
家
の
人
た
ち
は
、
自
然
界
で
の

キ
ツ
ネ
の
役
割
に
気
づ
い
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
里
山
で
は
、
キ
ツ
ネ
は
食
物
連

鎖
の
頂
点
に
位
置
し
、
野
生
生
物
の
数
の

バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
役
割
を
果
た
し
て
い
る

の
だ
。

　

矢
部
郷
自
然
観
察
会
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
は
キ
ツ
ネ
だ
。
キ
ツ
ネ
は
豊
か
な

自
然
の
シ
ン
ボ
ル
だ
か
ら
だ
。「
山
都
町
に

は
キ
ツ
ネ
ガ
い
る
ん
で
す
よ
。」
と
い
う
こ

と
は
、「
山
都
町
に
は
豊
か
な
自
然
が
あ
る

ん
で
す
よ
。」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
。

矢
部
郷
自
然
観
察
会　

代
表　

藤
吉　

勇
治

事件・事故 平成26年月９月末
刑法犯 　　37件（28件）

人身交通事故 　　24件（34件）

○反射材用品の着用
　と自動車、自転車の
　前照灯の早め点灯
○全ての座席のシート
　ベルトとチャイルド
　シートの正しい着用
○飲酒運転の根絶

をよろしくお願いし
ます。

年齢 平成26（1～8月）
計 構成比 男性 構成比 女性 構成比

20歳代 4 8.7％ 2 2.7％ 2 2.7％
30歳代 4 8.7％ 3 4.0％ 1 1.3％
40歳代 2 4.3％ 1 1.3％ 1 1.3％
50～64歳 13 28.3％ 4 5.3％ 9 12.0％
65歳以上 23 50.0％ 6 8.0％ 17 22.7％
合計 46 100.0％ 16 34.8％ 30 65.2％

頑張る“わきゃもん”頑張る“わきゃもん”
山都町の明日を担う農業者にお話を聞きました山都町の明日を担う農業者にお話を聞きました

※農業委員会では、今月号より農業者の紹介をしていきます。どうぞご期待ください。

☆松本龍德委員より一言
　来春には、もう一人家族が増える予定（婚約
中）の地区の担い手です。平坦地にも土地を借
り植え付けをされており、一生懸命頑張ってお
られます。

☆高橋富美代委員より一言
　ご両親と仲良く農業を頑張っている、笑顔の
さわやかな好青年です。

お問い合わせ先
山都町企画振興課　電話０９６７－７３－０４１０
熊本県企画振興部地域・文化振興局地域振興課　電話０９６－３３３－２１８１

区　　　　　　域 届　出　対　象　面　積

都市計画区域
市街化区域 ２，０００㎡ 以上

上記以外の区域 ５，０００㎡ 以上

都　市　計　画　区　域　外 １０，０００㎡ 以上

鶴島成二 さん
（郷野原・24歳 就農４年）



★スポーツの結果★

　

９
月
12
日
、
浜
美
荘
の
入
所
者
へ
の

花
束
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。
ひ
ま
わ

り
、
ユ
リ
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
ト
ル

コ
キ
キ
ョ
ウ
な
ど
多
彩
な
花
を
贈
ら
れ

た
の
は
、
Ｊ
Ａ
上
益
城
の
山
都
町
花
卉

（
か
き
）
部
会
の
皆
さ
ん
。
一
昨
年
か

ら
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
催
し
は
、
山
都

町
産
の
花
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
い
た

だ
き
、
花
を
見
て
心
を
癒
し
て
も
ら
い

た
い
と
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

浜
美
荘
の
ほ
か
に
も
、
さ
く
ら
荘
、

や
ま
び
こ
、
た
ん
ぽ
ぽ
、
へ
き
地
保
育

所
に
花
束
を
贈
呈
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
９
月
29
日
に
は
上
司
尾
地
区

女
性
部
の
藤
本
さ
ん
と
藤
島
さ
ん
に
よ

る
歌
と
踊
り
の
慰
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

着
物
に
身
を
包
ん
で
の
「
二
輪
草
」

の
踊
り
と
、
「
男
の
情
歌
」
「
よ
り
そ

い
傘
」
の
歌

に
入
所
者
の

方
々
も
大
変

喜
ん
で
お
ら

れ
ま
し
た
。

浜
美
荘
入
所
者
へ

た
く
さ
ん
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

９
月
19
日
、
蘇
陽
総
合
支
所
に
お

い
て
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
山
都

地
区
推
進
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
、
平
成
26
年
度
交
通
安
全
功

労
者
表
彰
と
し
て
、
九
州
管
区
警
察

局
長
・
九
州
交
通
安
全
協
会
長
連
名

表
彰
が
大
住
智
法
さ
ん
（
花
上
）
に
、

交
通
栄
誉
賞
「
緑
十
字
銅
章
」
が
緒

方
惠
美
子
さ
ん
（
浜
町
）
に
そ
れ
ぞ

れ
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
永
年

無
事
故
運
転
者
（
40
年
）
と
し
て
原

田
孝
晴
さ
ん
（
新
小
）
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
主
催
者
挨
拶
、

運
動
期
間
中
の
行
事
説
明
と
続
き
、

山
都
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
國
武
交

通
部
長
の
交
通
安
全
宣
言
の
あ
と
、

街
頭
指
導
出
発
申
告
が
行
わ
れ
、
雨

の
中
パ
ト
カ
ー
が
街
頭
指
導
に
向
か

い
ま
し
た
。
大
会
後
は
、
幼
児
交
通

安
全
教
室
も
開
催
さ
れ
、
く
ま
モ
ン
、

ゆ
っ
ぴ
ー
と
一
緒
に
楽
し
い
教
室
と

な
り
ま
し
た
。

交
通
安
全
推
進
大
会

第４４回　矢部地区体協対抗ソフトボール大会

第６回山都町既婚者
バレーボール大会

第１０回職場対抗
バレーボール大会

平成26年９月１６日～１８日

平成 26年９月２２日～２４日

優　勝　壮年の部：御岳東部体協　青年の部：御岳東部体協

優　勝　中島東部
準優勝　中島南部
三　位　浜町Ｃ、下東ジャンパーズ

優勝　壮年の部：御岳東部体協 優勝　青年の部：御岳東部体協

優勝　中島東部

平成 26年１０月６日～８日
優　勝　緑川森林組合
準優勝　三栄開発Ｂ
三　位　役場Ａ、役場Ｂ 優勝　緑川森林組合

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が

　
　
　

お
届
け
絵
本
に

　

９
月
25
日
、
蘇
陽
小
学
校
で
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
が
あ
り
ま
し
た
。
読
み
聞

か
せ
に
来
ら
れ
た
の
は
Ｋ
Ｋ
Ｔ
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
の
小
川
さ
ん
と
河
合
さ
ん
。
熊

本
県
内
の
学
校
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
を

周
り
、お
届
け
絵
本
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
蘇
陽
小
学
校
で
は
低
学
年
・
高

学
年
向
け
に
各
４
〜
５
冊
の
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
児
童
た

ち
は
静
か
に
聞
き
入
り
、「
す
ら
す
ら

と
上
手
で
わ
か
り
や
す
か
っ
た
。」「
こ

れ
ま
で
本
を
あ
ま
り
読
ん
で
い
な
か
っ

た
が
、も
っ
と
本
を
読
み
た
く
な
っ
た
。

ま
た
お
届
け
絵
本
に
来
て
ほ
し
い
。」

と
い
っ
た
感
想
が
出
て
い
ま
し
た
。

山
都
町
産
の

　

新
鮮
野
菜
を
売
り
込
み

　

９
月
27
日
〜
28
日
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル

熊
本
で
山
都
町
産
の
生
鮮
野
菜
や
果
樹

の
販
売
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
益
城
地
方
青
年
農
業
者
ク
ラ
ブ
連

絡
協
議
会
が
主
催
と
な
っ
て
今
回
実
施

さ
れ
た
こ
の
販
売
会
。
若
い
生
産
者
が

直
接
消
費
者
へ
販
売
や
Ｐ
Ｒ
を
す
る
こ

と
で
、
今
市
場
で
何
が
求
め
ら
れ
て
い

る
か
や
農
業
の
理
解
を
広
め
る
事
を
目

的
と
し
て
今
回
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

販
売
の
ほ
か
に
も
、
牛
乳
の
消
費
拡

大
を
狙
っ
た
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
た

り
、
ミ
ル
ク
レ
シ
ピ
の
配
布
な
ど
も
行

わ
れ
、
多
く
の
お
客
さ
ん
が
訪
れ
て
い

ま
し
た
。

アナウンサーの読み聞かせに、みんな聞き入っていました。
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福

祉
・

法

律

相

談

所

　

日
々
の
生
活
の
中
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
出

来
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
の
相
談
窓

口
が
福
祉
・
法
律
相
談
所
で
す
。相
談
は
無
料
。

相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
内

容
に
よ
り
関
係
機
関
へ
の
紹
介
も
行
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
福
祉
相
談
所

▼
期
日

　

11
月
６
日
㈭　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
会
場

　

千
寿
苑
、
清
楽
苑
、
蘇
陽
総
合
支
所

■
法
律
相
談
所

▼
期
日

　

11
月
20
日
㈭　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
会
場

　

千
寿
苑

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
協
議
会
（
82

－

３
３
４
５
）

【
健
康
福
祉
課
（
72

－

１
２
２
９
）】

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

運

動

教

室

　

町
で
は
、
生
活
習
慣
病
予
防
の
一
環
と
し

て
安
全
で
効
果
的
な
運
動
で
有
名
な
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
つ
い
て
、
紹
介

を
含
め
た
講
義
と
実
践
に
よ
る
運
動
教
室
を

お
し
ら
せ
版

開
催
し
ま
す
。

▼
期
日

　

11
月
19
日
㈬　

午
後
１
時
〜

　
（
延
期
の
場
合
、11
月
27
日
㈭
午
後
１
時
〜
）

▼
会
場

▽
集
合
場
所

　

朝
日
小
体
育
館
・
グ
ラ
ウ
ン
ド

▽
コ
ー
ス

　

井
無
田
周
辺

※
コ
ー
ス
マ
ッ
プ
は
、
当
日
参
加
者
へ
お

渡
し
ま
す
。

▼
参
加
料
お
よ
び
ポ
ー
ル
リ
ー
ス
料

　

無
料

▼
定
員
数

　

50
名

▼
申
込
期
限　

　

11
月
７
日
㈮
ま
で

　
（
た
だ
し
、
定
員
と
な
り
次
第
終
了
）

※
参
加
賞
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
福
祉
課
（
73

－

１
６
０
０
）

経
営
研
修
会
受
講
者
募
集

　

商
工
会
で
は
、
町
内
の
事
業
者
向
け
の

経
営
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。
講
師
は
、
中

小
企
業
に
対
し
て
経
営
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

う
と
と
も
に
、
全
国
各
地
で
公
演
・
セ
ミ
ナ
ー

活
動
も
多
数
行
っ
て
い
る
、
公
認
会
計
士
で

す
。
受
講
料
は
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
受
講
希
望
の
方
は
事
前

に
商
工
会
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　

11
月
19
日
㈬　

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

▼
会
場

　

商
工
会
本
所

▼
テ
ー
マ

大
増
税
時
代
に
突
入
！
そ
れ
で
も
お
金
を

残
す
経
営
が
あ
る

▼
講
演
内
容

○
何
が
増
税
さ
れ
何
が
減
税
さ
れ
る
の
か

○
抜
本
的
対
策

○
資
金
調
達
対
策

○
節
税
対
策

▼
講
師

　

公
認
会
計
士　

海
生
裕
明
さ
ん

▼
定
員

　

30
人
（
先
着
）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

山
都
町
商
工
会
（
72

－

０
１
８
６
）

　
　

清
和
支
所
（
82

－

２
０
１
７
）

　
　

蘇
陽
支
所
（
82

－

０
０
３
７
）

【
商
工
観
光
課
（
72

－

１
１
５
８
）】

う

ま

か

も

ん

祭

り

　

山
都
町
飲
食
業
組
合
主
催
で
、
山
都
町
の

「
う
ま
か
も
ん
」
が
大
集
合
！
毎
回
大
人
気
の

地
鶏
焼
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
バ
ザ
ー

が
登
場
し
ま
す
。
今
年
の
目
玉
は
、
山
都
町

の
新
米
が
当
た
る
お
楽
し
み
抽
選
会
、
い
の

し
し
肉
の
網
焼
き
試
食
会
で
す
。
ま
た
、
幻

の
豚
「
梅
山
豚
（
メ
イ
シ
ャ
ン
ト
ン
）」
を
使

用
し
た
梅
山
豚
う
ど
ん
も
販
売
し
ま
す
。ハ
ー

レ
ー
ダ
ビ
ッ
ド
ソ
ン
の
試
乗
体
験
な
ど
、
秋

の
山
都
町
を
満
喫
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
内
容
で

す
の
で
、
是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　

11
月
３
日
㈪　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所

　

道
の
駅
「
通
潤
橋
」

▼
主
催

　

山
都
町
飲
食
業
組
合

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課
（
72

－

１
１
５
８
）

休
眠
会
社
・
休
眠
一
般
法
人
の
整
理
作
業

　

法
務
局
で
は
、
最
後
の
登
記
か
ら
12
年
間

を
経
過
し
て
い
る
株
式
会
社
及
び
最
後
の
登

記
か
ら
５
年
を
経
過
し
て
い
る
一
般
社
団
・

財
団
法
人
で
、
平
成
27
年
１
月
19
日
㈪
ま
で

に
役
員
変
更
等
の
登
記
を
し
な
い
会
社
及
び

法
人
に
対
し
て「
解
散
の
登
記
」を
行
い
ま
す
。

　

つ
い
て
は
、
最
後
の
登
記
か
ら
12
年
間
を

経
過
し
て
い
る
一
般
社
団
・
財
団
法
人
は
、

平
成
27
年
１
月
19
日
㈪
ま
で
に
役
員
変
更
等

の
登
記
を
申
請
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
地
方
法
務
局
法
人
登
記
部
門

　
（
０
９
６
―
３
６
４
―
２
２
１
９
）

【
税
務
課
（
72

－

１
１
２
８
）】

民
間
緑
化
活
動
支
援
事
業

　

く
ま
も
と
緑
・
景
観
協
働
機
構
で
は
、
民

間
に
お
け
る
緑
化
活
動
及
び
景
観
形
成
に
支

援
を
行
う
た
め
、
様
々
な
事
業
を
実
施
し
ま

す
。

■
緑
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
事
業

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
る
公
共
用
地

の
緑
化
事
業
に
支
援
を
行
い
ま
す
。

①
植
栽
活
動
事
業

　

地
域
の
住
民
団
体
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

公
共
用
地
に
新
規
の
植
栽
と
管
理
を
行
う

場
合

②
寄
せ
植
え
設
置
活
動
事
業

　

公
共
施
設
や
各
種
公
的
施
設
の
屋
外
に

寄
せ
植
え
プ
ラ
ン
タ
ー
等
を
設
置
・
植
栽

し
、
管
理
を
行
う
場
合

▼
条
件

　

植
栽
す
る
用
地
・
施
設
管
理
者
の
了
解

を
得
て
、
他
の
助
成
事
業
と
重
複
し
な
い

こ
と

▼
募
集
期
限

　

12
月
15
日
㈪

■
沿
道
緑
化
モ
デ
ル
助
成
事
業

　

景
観
計
画
に
お
い
て
定
め
る
地
区
内
の

国
道
等
に
沿
っ
た
民
有
地
に
お
け
る
店
舗

な
ど
の
緑
化
事
業
の
う
ち
、
特
に
推
奨
モ

デ
ル
と
な
る
事
業
を
選
定
し
て
助
成
を
行

い
ま
す
。

▼
募
集
期
限

　

12
月
15
日
㈪

▼
景
観
計
画
に
お
い
て
定
め
る
地
区

相

談

窓

口

講

演
・

講

習

お

知

ら

せ

①
景
観
形
成
地
域

　

通
潤
橋
周
辺
と
矢
部
地
区
白
糸
台
地
全
域

②
特
定
施
設
届
出
地
区

　

国
道
２
１
８
号
の
う
ち
、
町
道
白
小
野

鶴
越
線
と
の
交
点
か
ら
県
道
河
内
矢
部
線

と
の
交
点
の
区
間
の
沿
道
で
路
端
か
ら
両

側
20
ｍ
以
内
の
区
域

▼
注
意

　

・
募
集
期
限
ま
で
に
、
く
ま
も
と
緑
・
景

観
協
働
機
構
の
事
務
局
に
到
着
し
た
も

の
の
み
が
審
査
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

く
ま
も
と
緑
・
景
観
協
働
機
構

　
（
０
９
６
―
３
３
３
―
２
５
２
４
）

【
企
画
振
興
課
（
73

－

０
４
１
０
）】

山
都
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

障
害
者
等
の
運
賃
減
額

　

町
内
を
運
行
し
ま
す
山
都
町
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
（
愛
称
：
山
都
ふ
れ
あ
い
バ
ス
）
は
、

次
の
対
象
者
に
つ
い
て
運
賃
料
金
を
５
割
減

額
し
て
乗
車
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
減
額
対
象

①
身
体
障
害
者
福
祉
法
の
規
定
に
よ
り
身
体

障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

②
療
育
手
帳
制
度
要
綱
に
規
定
す
る
療
育
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

③
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す

る
法
律
に
よ
り
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

④
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総

合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
の
規
定
に

よ
り
自
立
支
援
医
療
受
給
者
証
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方

⑤
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

者
の
う
ち
規
定
す
る
第
１
種
身
体
障
害
者

と
同
乗
す
る
介
護
者
（
１
人
に
限
る
。）

⑥
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
の
介

護
者
（
１
人
に
限
る
。）

▼
注
意
事
項

　

な
お
、
①
〜
④
ま
で
の
対
象
者
で
減
額

を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
交
付
を
受

け
て
い
る
手
帳
ま
た
は
官
公
署
発
行
の
証

明
書
を
運
転
手
に
毎
回
、
必
ず
掲
示
し
な

け
れ
ば
減
額
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
⑤
〜
⑥
に
該
当
す
る
介
護
者
に

つ
い
て
は
、
減
額
対
象
者
と
同
一
区
間
を

乗
車
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
振
興
課
（
73

－

０
４
１
０
）

平
成
27
年
山
都
町
成
人
式

　

平
成
27
年
山
都
町
成
人
式
を
次
の
よ
う
に

開
催
し
ま
す
。
町
内
に
住
民
票
が
あ
る
方
に

は
成
人
式
の
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。
な
お
、

町
外
在
住
で
も
山
都
町
出
身
の
方
や
、
山
都

町
内
の
学
校
の
卒
業
者
で
あ
れ
ば
本
町
で
の

式
に
参
加
で
き
ま
す
。
本
町
で
の
式
へ
の
参

加
希
望
の
方
や
希
望
さ
れ
る
方
を
ご
存
じ
の

方
は
、
11
月
28
日
ま
で
に
山
都
町
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
課
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時

　

平
成
27
年
１
月
４
日
㈰

▼
受
付　

正
午
〜

▼
開
会　

午
後
１
時

▼
場
所　

千
寿
苑

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
（
72

－

０
４
４
３
）

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
た
め
の

各
種
支
援
制
度
の
終
了

　

国
が
実
施
し
て
い
る
地
デ
ジ
難
視
対
策
の

為
の
各
種
支
援
制
度
は
、
平
成
27
年
３
月
末

を
も
っ
て
終
了
さ
れ
ま
す
。
期
限
ま
で
に

地
デ
ジ
難
視
対
策
を
完
了
す
る
た
め
に
は
、

遅
く
と
も
本
年
12
月
中
の
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
（
０
５
７
０
―
０
７
―
０
１
０
１
）

　
【
企
画
振
興
課
（
72

－

１
２
１
４
）】

非
常
呼
集
に
よ
る
消
火
訓
練

　

火
災
発
生
を
想
定
し
た
非
常
呼
集
消
火
訓

練
を
実
施
し
ま
す
。
サ
イ
レ
ン
を
合
図
に
山

都
町
消
防
団
の
全
消
防
団
員
・
消
防
車
両
が

出
動
し
ま
す
。
火
災
と
お
間
違
え
に
な
ら
な

い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　

11
月
９
日
㈰　

午
前
５
時
20
分
〜

▼
場
所

城
平
布
田
、
田
吉
、
島
木
栃
の
木
、
小
峰
、

神
の
前
、
塩
出
迫
、
二
瀬
本
、
長
谷

【
総
務
課
（
72

－

１
１
１
１
）】

秋
の
火
災
予
防
週
間
に
つ
い
て

　
「
も
う
い
い
か
い　

火
を
消
す
ま
で
は　

ま

あ
だ
だ
よ
」
を
統
一
標
語
と
し
て
全
国
一
斉

に
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
火
を
使
う
機
会
が
増
え
、
ま
た

空
気
が
乾
燥
す
る
な
ど
、
火
災
の
発
生
し
や

す
い
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す
。
火
の
取
扱
に

は
充
分
注
意
し
、
火
災
を
出
さ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

▼
期
間

　

11
月
９
日
㈰
〜
11
月
15
日
㈯

▼
本
年
度
の
重
点
目
標

①
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

②
放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
防
止
対
策
の

推
進

③
特
定
防
火
対
象
物
等
に
お
け
る
防
火
安
全

対
策
の
徹
底

④
製
品
火
災
の
発
生
防
止
に
向
け
た
取
組
の

推
進

⑤
多
数
の
者
が
集
合
す
る
催
し
に
対
す
る
火

災
予
防
指
導
等
の
徹
底

【
総
務
課
（
72

－

１
１
１
１
）】

矢
部
高
等
学
校
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
学
校
開
放
週
間

　

県
で
は
11
月
１
日
を
「
く
ま
も
と
教
育
の

日
」
と
定
め
、
そ
の
関
連
事
業
と
し
て
次
の

期
間
、
矢
部
高
校
の
学
校
を
開
放
し
ま
す
。

▼
期
間　

10
月
31
日
㈮
ま
で

▼
内
容　

授
業
参
観

▼
そ
の
他

①
事
前
の
手
続
き
は
不
要
で
す
。

②
来
校
の
際
は
事
務
室
玄
関
よ
り
校
舎
内
へ

お
入
り
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
来
校
者
受

付
簿
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

③
各
ク
ラ
ス
の
時
間
割
を
同
封
し
て
い
ま
す
。

■
文
化
祭

　

矢
部
高
校
で
は
次
の
期
間
、
文
化
祭
を
開

催
し
ま
す
。
詳
細
は
後
日
、
回
覧
板
や
新
聞

折
り
込
み
チ
ラ
シ
、矢
部
高
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
期
間　

11
月
７
日
㈮
〜
８
日
㈯

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

矢
部
高
等
学
校
（
72

－

０
０
２
４
）

矢
部
地
区
集
団
秋
健
診
の
実
施

　
「
矢
部
地
区
集
団
秋
健
診
」を
実
施
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
健
診
で
受
診
で
き
な
か
っ
た
方
、

追
加
で
受
診
し
た
い
項
目
が
あ
る
方
も
受
診

可
能
で
す
。
矢
部
地
区
で
は
今
年
度
最
後
の

健
診
と
な
り
ま
す
の
で「
あ
い
た
し
も
た
・・・
」

と
思
う
前
に
健
診
を
！
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
期
日　

11
月
25
日
㈫

▼
受
付
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
前
11
時
ま
で

※
申
し
込
み
状
況
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

▼
会
場　

千
寿
苑

▼
申
込
期
限　

11
月
21
日
㈮
ま
で

▼
注
意
点

　

大
腸
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

を
無
料
で
受
け
ら
れ
る
ク
ー
ポ
ン
券
は
、
対

象
者
へ
６
月
頃
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
検
診
に
お
い
て
未
受
診
で
、
今
回
受

診
さ
れ
る
方
は
必
ず
持
参
く
だ
さ
い
。
紛
失

さ
れ
た
場
合
な
ど
は
再
発
行
が
で
き
ま
の
で
、

お
気
軽
に
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
福
祉
課
（
73

－

１
６
０
０
）

イ

ベ

ン

ト
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４歳児歯科検診

ぼく・わたし むし歯なかったヨ！ぼく・わたし むし歯なかったヨ！

祝

武原　シマさん武原　シマさん
（大平）（大平）

荒牧　ツヤさん荒牧　ツヤさん
（北中島）（北中島）

大原　一夫さん大原　一夫さん
（花上）（花上）

野島　勇さん野島　勇さん
（御所）（御所）

藤川　秋枝さん藤川　秋枝さん
（万坂）（万坂）

渡邊　ミナ子さん渡邊　ミナ子さん
（木原谷）（木原谷）

石田　ナツヱさん石田　ナツヱさん
（島木）（島木）

島村　モモヱさん島村　モモヱさん
（島木）（島木）

坂口　八重子さん坂口　八重子さん
（南田）（南田）

坂本　キミ子さん坂本　キミ子さん
（三ケ）（三ケ）

丸山　ハナヱさん丸山　ハナヱさん
（大平）（大平）

梅田　ヨシヱさん梅田　ヨシヱさん
（千滝）（千滝）

12 人の大先輩が生まれた年にあった主な出来事（大正３年度）
大正３年 ６月14日 オリンピック委員会、「五輪旗」を制定

７月28日 第一次世界大戦勃発

12月 20日 東京駅開業

大正４年 ２月  ２日 日本ーハワイ間の無線通信試験に成功

今年度、山都町では 12人の方が 100 歳を迎えられます。工藤秀一町長が 100 歳になられた方々のご
自宅や町内施設を訪問して、内閣総理大臣と山都町から祝い状と記念品を贈呈しました。元気に 100
歳を迎えられたみなさんをご紹介します。
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外
国
人
の
人
権
に
つ
い
て

 

▼
国
内
の
現
状

日
本
は
国
際
社
会
の
一
員
と
し
て
、
国

際
人
権
規
約
や
人
種
差
別
撤
廃
条
約
な
ど

の
人
権
に
関
す
る
多
く
の
条
約
を
批
准
し

て
い
ま
す
。
世
界
各
国
と
連
携
・
協
力
の

も
と
、
全
て
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
あ
ら

ゆ
る
差
別
を
解
消
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
、
各
種
取
り
組
み
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

国
内
各
地
に
は
、
多
く
の
外
国
人
や
そ

の
家
族
な
ど
が
生
活
し
て
い
ま
す
。
そ
の

中
に
は
、
近
代
以
降
の
日
本
の
植
民
地
政

策
の
な
か
で
生
み
出
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
情
の
た
め
日
本
に
定
住
す
る
よ
う
に
な

っ
た
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
を
は
じ
め
と
す

る
ア
ジ
ア
諸
国
の
人
々
、
国
内
で
労
働
に

携
わ
る
外
国
籍
の
人
々
、
中
国
帰
国
残
留

孤
児
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

現
在
、
日
常
生
活
や
労
働
現
場
に
お
い

て
、
外
国
人
に
係
わ
る
制
度
的
・
社
会
的

な
差
別
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、

歴
史
的
背
景
や

そ
れ
ぞ
れ
の
国

の
文
化
・
習
慣

へ
の
十
分
な
理
解
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
も
な
り
、
外
国
人
に
対
す
る
偏
見
や
差

別
意
識
が
存
在
し
、
人
権
侵
害
に
つ
な
が

る
事
象
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

 
▼
熊
本
県
内
の
現
状

熊
本
県
内
の
外
国
人
登
録
者
は
、
年
々

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
民
間
団
体
な
ど

の
取
り
組
み
も
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
と

の
国
際
交
流
が
促
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
異
な
る
民
族
・

国
・
地
域
・
文
化
に
関
す
る
理
解
不
足
に

よ
る
、
外
国
人
に
対
す
る
偏
見
、
差
別
が

根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。
医
療
や
労
働
の

面
で
不
当
な
扱
い
を
受
け
た
り
、
賃
貸
住

宅
を
借
り
よ
う
と
し
て
も
貸
し
て
も
ら
え

な
い
な
ど
の
問
題
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

外
国
人
の
児
童
生
徒
が
、
本
名
で
な
く
通

称
名
を
使
わ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

 

▼
問
題
解
決
の
為
に

こ
れ
ら
の
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
に

は
、
外
国
人
の
人
権
に
係
わ
る
問
題
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
ま
た
、
学
校
教
育
な
ど
の
場
で
、
子

ど
も
た
ち
が
外
国
人
の
置
か
れ
て
い
る
状

況
や
歴
史
的
背
景
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
文

化
や
習
慣
に
つ
い
て
関
心
を
深
め
、
互
い

の
違
い
を
認
め
尊
重
し
あ
う
事
を
学
ん
で

い
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

 

▼
コ
ラ
ム
（
ボ
シ
タ
呼
称
廃
止
）

熊
本
氏
を
代
表
す
る
秋
祭
り
に
、「
藤

崎
八
幡
宮
秋
季
例
大
祭
」
が
あ
り
ま
す
。

勇
壮
な
馬
追
い
が
、
毎
年
行
わ
れ
賑
わ
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
祭
り
は
も
と
も
と
「
放
生
会
」
と

い
う
、
捕
え
て
い
た
生
き
物
を
解
き
放
つ

儀
式
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
だ
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
今
で
は
市
民
に
親
し
ま
れ
る

祭
り
と
し
て
す
っ
か
り
定
着
し
た
感
じ
が

あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、こ
の
祭
り
を「
ボ
シ
タ
祭
り
」

と
呼
ん
だ
り
、「
ボ
シ
タ
、
ボ
シ
タ
」
と
囃

し
た
り
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

「
加
藤
清
正
公
が
朝
鮮
を
滅
ぼ
し
た
こ
と
に

由
来
す
る
」
な
ど
と
い
う
誤
っ
た
歴
史
認

識
の
も
と
に
使
わ
れ
、
在
日
の
朝
鮮
や
韓

国
の
人
々
に
耐
え
難
い
思
い
を
さ
せ
て
き

た
こ
と
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
清
正
が
朝

鮮
半
島
で
激
し
い
抵
抗
に
あ
い
、
撤
退
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
事
実
か
ら
も
、
誤
り
は

明
ら
か
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
啓
発
活
動
で
、

「
ボ
シ
タ
」
の
呼
称
を
使
う
人
は
ほ
と
ん
ど

い
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
清
正
が
朝
鮮
半
島
か
ら
連
れ
て

き
た
人
々
が
被
差
別
部
落
の
人
々
の
祖
先

だ
と
い
う
間
違
っ
た
認
識
が
あ
り
ま
す
。

近
隣
諸
国
の
人
々
を
「
日
本
よ
り
劣
っ
て

い
る
」
と
す
る
、
民
族
的
偏
見
と
結
び
つ

い
た
差
別
も
生
み
出
し
ま
し
た
。「
藤
崎

八
幡
宮
秋
季
例
大
祭
」
が
さ
ら
に
、
人
権
・

国
際
化
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
２
１
世
紀

の
祭
り
と
な

る
た
め
に
、

一
人
ひ
と
り

が
豊
か
な
人

権
感
覚
を
身

に
つ
い
て
い

き
た
い
も
の

で
す
。

山都町の人口
〔平成26年９月30日現在〕

男　　8,031人  （－14）
女　　8,631人  （－４）
計　 16,662人  （－20）
世帯   6,707戸  （－３）

※（　）は前月比
※最高齢は105歳〔女性２人〕
※平成26年９月の出生者数
　３人（今年の出生者数　51人）
※平成26年９月の死亡者数
　23人（今年の死亡者数　243人）

▼
清
和
短
歌
会

限
界
の
村
の
家
屋
は
し
ず
ま
り
て

　
　

あ
の
人
何
処
こ
の
人
も
ま
た 

平
川　
　

竜

堪
え
ま
し
た
お
彼
岸
過
ぎ
て
九
十
歳

　
　

沈
む
夕
陽
を
静
か
に
見
入
る 

原
田
由
紀
子

田
の
畦
を
掘
る
は
掘
る
は
の
猪
に

　
　

人
の
力
の
虚
し
さ
を
知
る 

渡
辺　

辰
男

▼
馬
見
原
酔
山
会

山
栗
や
落
ち
た
ば
か
り
と
云
ひ
た
げ
に 

大
西
久
美
子

対
岸
の
人
爽
や
か
に
走
り
行
く 

畑
野
フ
ミ
ヨ

露
し
と
ど
裸
足
に
歩
く
芝
の
上 

高
田
ゆ
か
り

▼
や
ま
な
み
の
会
「
山
脈
」

滝
音
の
と
ど
ろ
く
峡
の
夜
明
け
か
な 

今
村　

芳
子

草
茂
る
中
に
埋
れ
し
暮
し
か
な 

草
樹　
　

萌

小
雨
ふ
る
残
暑
う
す
る
ゝ
昨
日
今
日 

赤
澤
冨
美
子

テ
レ
ビ
見
て
ナ
ス
の
漬
け
物
し
て
み
れ
ば

　
　

思
っ
た
よ
り
も
お
い
し
く
な
く
て 

小
野　

紀
子

出
て
こ
な
い
何
も
浮
か
ば
ず
に
ら
め
っ
こ

　
　

白
い
原
稿
恨
め
し
く
な
る 

本
田
健
二
郎

結
納
を
済
ま
せ
安
堵
し
病
む
夫
は

　
　

孫
の
花
嫁
姿
が
見
え
る
と 

山
下　

弘
子

▼
通
潤
句
会

健
診
を
終
は
り
て
仰
ぐ
秋
の
空 

菅　

清
次
郎

さ
り
げ
な
く
白
磁
の
壺
に
吾
亦
紅 

菊
池　

幸
子

今
朝
の
秋
し
か
と
背
す
じ
を
立
て
直
す 

西
田
え
い
子

押花絵額 40点ほど。
小物や押花ハガキの体験会有り。

【体験会日程】
11/9（日）、15（土）、23（日）
いづれも AM10 時半～ PM4
時まで
参加費：￥500（体験材料込）

出展者：るい工房　木原

山都町観光案内所

ギャラリー喫茶ギャラリー喫茶

ル ポ ンル ポ ン
  ☎７２－1０５４☎７２－1０５４

わ
た
し
た
ち
の
人
権

わ
た
し
た
ち
の
人
権

だ
れ
も
が
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
う
え
で
侵
す
こ
と
の
で
き
な

い
当
然
の
権
利
こ
れ
が
『
人
権
』
で
す

116

～ 10 月ギャラリーのご案内 ～

押花絵額　作品展
　平成26年11月１日（土）
　　　 ～11月29日（土）午前まで

水曜日定休日

11 月の当番医
11月  2 日　高田整形外科（電話72-1007）
11月  9 日　坂本クリニック（電話72-0210）
11月 16日　伴 病 院（電話72-0029）
11月 23日　野 田 医 院（電話72-0307）
11月 30日　矢部広域病院（電話72-1121）

27 26

　山都町の三大祭りが終り、秋がやってきました。つ
いこの間まで夏の暑さに倒れそうになっていましたが、
最近では寒くて朝、目が覚めて布団から抜け出すまで
の時間が掛ること。秋は暑くもなく、また寒くもない
一番快適な季節なので、このまま秋がずっと続いてほ
しいです。周りを見渡すと木々も色つき始め、秋を目
で楽しむことが出来ます。山の都の町を最も堪能でき
る季節なのかもしれませんね。㋟

和
光
教
室
書
道
部
の
八
田
豊
久
さ
ん
（
入
佐
）
作
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タイトル：お元気ですか～？
撮影場所：山都町御岳
撮 影 者：佐藤　学
コメント：ご先祖さま～
　　　　　お元気ですか～？
　　　　　こちらは今、実りの秋
　　　　　彼岸花も満開ですよ～
　　　　　そちらも花が咲いていますか～？
連絡先：フォトサークル山都
　　　　（事務所：あひる倶楽部内 72-3455 まで）

今月の一枚今月の一枚

お元気ですか～？

11月
日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat

1
　 　 　 　 清和地区文化祭

第51回矢部地区
総合文化祭
清和文楽秋の味

覚バイキングフェア
清和地区芸能

発表大会
蘇陽地区集団

検診
2 3　文化の日 4 5 6 7 8
　高田整形外科
　清和地区文化祭
　青葉の瀬秋祭り
　蘇ジョレ―ヌー
ボーとあか牛まつり
　第51回矢部地
区総合文化祭
　清和文楽秋の味
覚バイキングフェア
　映画上映会「じん
じん」（矢部地区）

清和地区文化祭
山都町うまかもん祭
緑仙峡もみじまつり
第51回矢部地

区総合文化祭
矢部地区芸能大会
清和文楽秋の味

覚バイキングフェア
蘇陽地区集団

検診

第51回矢部地
区総合文化祭

蘇陽地区集団
検診

第51回矢部地
区総合文化祭

蘇陽地区集団
検診

山都町ＩＴ講
習会Bコース

山都町ＩＴ講
習会Ａコース　
Ｃコース

矢部高等学校
文化祭

上・下益城合
同公売会

映画上映会
「じんじん」（清
和、蘇陽地区）

矢部高等学校
文化祭

9 10 11 12 13 14 15
　坂本クリニック
　蘇陽峡もみじ祭

山都町ＩＴ講
習会Ａコース　
Ｃコース

　 お知らせ版 　 　 　

16 17 18 19 20 21 22
　伴病院
　第10回山都町支部
体協対抗駅伝大会
　大野「食の文化祭」
　絵本講座「絵本
のとびら」
　蘇陽地区文化祭

山都町ＩＴ講
習会Ｃコース

　 　 山都町ＩＴ講
習会Bコース

高橋守雄胸像
除幕式

山都町ＩＴ講
習会Ｃコース

優秀映画鑑賞
会（矢部地区）

部落解放第
２８回熊本県研
究集会

23 勤労感謝の日 24　振替休日 25 26 27 28 29
　野田医院
　下矢部東部
「ぎんなん祭」
　優秀映画鑑賞会
（矢部地区）
　部落解放第２８回
熊本県研究集会

集合税（町県
民税・固定資産
税・国民健康保
険税）6期口座
振替日
山都町ＩＴ講

習会Ｃコース

広報紙
山都町ＩＴ講

習会Ｃコース

山都町ＩＴ講
習会Ｂコース

平成26年度
松橋収蔵庫 熊本
を知る講座

中部山都会

30
　矢部広域病院
　中部山都会

　　お知らせ　　　当番医
　　イベント　　　発行日


